
施工状況 【地盤改良工事（吸出し防止対策）】
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地盤改良；既設護岸矢板からの土砂吸出し防止対策として地盤改良を行っています。



施工状況【試験工事（静的載荷試験）】

試験杭（鋼矢板）圧入状況

静的載荷試験（支持力確認）のイメージ

反力杭（H型鋼杭） 試験杭（鋼矢板）

「静的載荷試験装置」設置状況

静的載荷試験；実際の施工方法で打設した鋼矢板の地盤支持力を確認しています。

試験杭（鋼矢板）

反力杭（H型鋼杭）

「ひずみ計設置」

H型鋼杭（H400✕400）搬入



施工状況【試験工事（高天端打設試験）】

ハット型鋼矢板（H50型）搬入
（国内最強規格）

高天端打設試験；反力矢板上（地上約6mの高天端）に圧入機械を設置した際の
鋼矢板打設の施工性確認を行っています。

反力矢板
バイブロ打設状況

反力矢板打設完了（ﾊﾞｲﾌﾞﾛ工法） 高天端打設試験状況（圧入工法）

約6m



大分港海岸で採用される新工法「櫛形鋼矢板工法」の理念・概要・特徴

地震発生

○大分港海岸直轄海岸保全施設整備事業で採用される新工法「櫛形鋼矢板工法」の理念・概要・特徴は以下のとおり
○自重、土圧及び50年確率波浪に対して、通常の護岸と同様の機能を確保することはもとより、液状化を伴う地震及びその後襲来する
津波に対して、最大の効果が発揮される工法

【工法の理念】
液状化を伴う地震・津波の発生時において、最大の効果が発揮される工法
地震よる液状化に伴い、既設護岸が大きく変位した場合においても倒壊せず、新
設護岸の鉛直変位は許容範囲内（長尺矢板が沈下抑制の機能を担う）
発生頻度の高い津波(設計津波)を防護するとともに、最大クラスの津波(設計津
波を超える津波)に対する越流は許容するが、護岸は倒壊せずに粘り強さを発揮

自重、土圧及び50
年確率波浪に対し
て安全

地震に対して、液状
化による土圧を逃す
ことで、変形は許容
するが、倒壊しない

地震後に来襲する設計
津波を防護するとともに
、設計津波を超える津
波の越流を許容するが
、倒壊しない

液状化層

非液状化層

最大クラスの
津波来襲

既設護岸の背後に『櫛形鋼矢板』によ
る背面パラペットを新設

②非液状化層まで根入れ
⇒鉛直変位を抑制、粘り
強さの付加

既設
護岸

液状化層
非液状化層

①櫛部から液状化による土圧
を逃がす
⇒液状化対策をしなくても必
要最小限の機能を確保

④既設の水叩きや排
水溝の流用
⇒狭隘部でも対応可

③鋼材重量・鋼材打設長の縮減
⇒コスト縮減・工期短縮

【工法の概要】
非液状化層まで根入れした長尺矢板と、液状化層に根入れした短尺矢板を
櫛状に組合せ、長尺と短尺の間から液状化に伴う土圧を逃がすことで、新設
護岸の変位を抑制

短尺矢板（連続鋼矢板として機能）
・外力（土圧・波圧）に対する必要深
度まで根入れ
・設計津波に対する安定性及び設計
津波を超える津波に対する粘り強さを
確保

長尺矢板（櫛部）
・鋼矢板を非液状化層まで根入れ
・地震により変形しても、護岸全体
の沈下を抑制


